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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

８ エレミヤ書５１ Ⅰｺﾘﾝﾄ １３ マルコ ４：２６～２９
９ ５２ １４ イ ヨハネ １：１４～１６
10 哀歌 １ １５ エ ヨハネ ７：１４～２４
11 ２ １６ ス ヨハネ ７：３７～３９
12 ３ Ⅱコリント１ と ヨハネ ５：３１～４０
13 ４ ２ 聖 ルカ ４：１６～２１
14 ５ ３ 書 ヨハネ ２：１３～２２
15 エゼキエル書１ ４ Ⅰペテロ ２：１ ～１０

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日(１２日 加藤 千澄さん1954年

１３日 弓岡きみゑさん2005年)
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②求道者の方々が信仰告白にまで導かれるために！
③高木喜美子姉の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④林茂宏先生（国際シャロームキリスト教会）のために！

◎特別礼拝 29日(日)午前10時 奨励:江本義一兄(茨木東教
会) 祈って待ち望みましょう。

◎念願の教会案内が弓岡章秀兄の労により印刷納品されてき
ました。伝道のために活用しましょう。

◎先週礼拝後、教会総会を開いた。議案：1．2021年度活動
報告案承認に関する件は承認された。しかし、2．2021年
度決算報告案承認に関する件については一部疑義が生じ、
再提案することになった。尚、A4版で印刷して欲しいとの
提案があった。22日に再提案する予定です。お祈り下さい。

◎新型コロナウイルスの感染防止のためマスクの着用、体温
測定、手洗いの励行に励み、礼拝に出席しましょう。

◎痛みの中にある小松一代姉、藤野晶子姉、弓岡光子姉、入
所中の梅崎洋子姉、郡敏子姉、増田真砂姉のため祈ろう！

◎土地購入献金 先週、礼拝献金4,000円献げられ感謝！
◎牧会短針 本日は「母の日」の礼拝です。娘アンナが「あ
なたの父と母とを敬え」(出エジプト20章12節)のみ言葉に基
づき、“母の愛にどのように感謝の意を表すればよいか考え
なさい”とのジャ－ヴィス夫人のかつての勧めを真剣に受け
留めたところから始まったのです。この日は母に感謝するだ
けでなく、その母を私たちに与えて下さった神様に感謝をす
る日です。また、その母の遺したものをしっかりと受け留め
る決心の日であり、献身を表明する日でもあるのです。
今週の牧師の予定 12日 ロングライフクイーンズ塩屋「ナルドの集い」

◎先週の報告 礼拝7名、聖餐式7名、教会総会7名 聖書の学び休み
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◎今週の御言葉 「互いに愛し合いなさい」（レビ記19章９
～18節、ヨハネの福音書13章31～35節）
「あなたは復讐してはならない。あなたの民の人々に恨み

を抱いてはならない。あなたの隣人を自分自身のように愛し
なさい。わたしは主である。」(18)
「わたしはあなたがたに新しい戒めを与えます。互いに愛

し合いなさい。わたしがあなたがたを愛したように、あなた
がたも互いに愛し合いなさい。」(34)

◎私たち一人ひとり、他の人との人間関係において一番大
切な要素は「愛」であることを覚えます。その源は？
◎レビ記には、イスラエルの民が守るべきいけにえの制度、

様々の律法、宗教的な祭り等について記されている。本書は、
旧約の他の書を十分理解するためにも、またキリストの贖い
の意味を理解するためにも、重要な書です。19章は「十戒を
具体的に示した箇所」で「神と人への行為全般」について要
約している。特に18節は律法の要約であるのです。
◎ヨハネの福音書13章以下は、主イエスが最後の晩餐の席

上で行い、また語られたこと等の記事です。「さて、過越の
祭りの前に、この世を去って父のみもとに行くべき自分の時
が来たことを知られたので、世にいる自分のものを愛された
イエスは、その愛を残るところなく示された」(１)。主イエ
スはご自分の時（栄光を受ける時＝十字架と復活）が来たこ
とを知って行動された。しかし「『世にいる』者、『ご自分の
者』」（弟子たちを含めてすべての人）には理解出来なかった。
その弟子たちの姿は私たちの現実です。その一人ひとりを主
イエスは「最後まで」、「この上なく愛し抜かれた」。①その
姿の表れが洗足の出来事です。「わたしがしていることは、
今はあなたにはわからないが、あとでわかるようになります」
(７)。私たちの罪と汚れをご自分の身に負われ、十字架に架
かって死んで下さる秘儀です。そして私たちにも「しもべ」
となって「互いに足を洗い合うべきです」(14)との勧めです。
②イスカリオテのユダが「出て行った時」主イエスはその

時が迫ったことを実感された。主イエスの十字架がなければ
復活の出来事は起こらなかった。父なる神と子なる主イエス
は一体であられ、十字架を通して神の御心が行われ、復活を
よって栄光が顕わされた。③「あなたがたに新しい戒めを与
えましょう。あなたがたは互いに愛し合いなさい」。主イエ
スは心から弟子たちを愛されたように、私たち一人ひとりを
愛して下さる。神様は「限りなき愛」によって愛して下さる。
愛されている事実をしっかり受けとめ、私たちも「互いに愛
し合う」存在として「弟子であること」が認められたい。




